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1.緒言 

生物に測定器を取り付けてその行動，生理，

生態を調査する手法の一つに，バイオロギング

(bio-logging)と呼ばれる手法がある．この手法

について，陸上では GPS やドップラー効果を

利用して行動を解析し，衛星発信機などを用い

てデータを回収する方法が用いられている 1)．

しかし，これらの方法は水中での使用が難しい

ため，水中の生物については加速度や地磁気セ

ンサが用いられ，採餌行動や繁殖行動の定量化

や解析を行っている 2) 3)． 

本研究では，小型水生生物に使用可能な行動

解析用の小型ロギングデバイスの開発を目的

に，加速度，角速度，地磁気のデータを取得す

る 9 軸センサ及びデータ蓄積用のメモリを搭

載し，低消費電力で長時間動作可能なロギング

デバイスを提案している． 

本稿では，これまでに開発したデバイスにつ

いて述べる． 

 

2.構成 

提案するロギングデバイスの構成を Fig.1に,

評価ボードを Fig.2に示す．このロギングデバ

イスは加速度，角速度，地磁気が測定可能な 9

軸センサをマイコンで制御しデータ取得を行

い，取得したデータを一定時間ごとにメモリに

保存するものである．すべてのデバイスを小型

の表面実装部品を使用することにより，全体を

1cm角のスペースに収める構成にしている． 

 

3.消費電流測定 

製作したテスト用デバイスについて消費電

流を測定した．角速度センサ，ジャイロセンサ，

地磁気センサをメモリとともに個別に動作さ

せた場合と，すべてを動作させた場合について

の測定結果を Fig.3に示す．これらの平均消費

電流は，加速度センサ動作時が 0.52[mA]，角

速度センサ動作時が 5.62[mA]，地磁気センサ

動作時が 1.19[mA]，全体では 6.57[mA]となり，

デバイス全体がスリープ状態の時の電流は

135[μA]であった．25mAhの電池の使用により，

約 1週間の使用が見込まれる． 

 

4.まとめ 

本稿では 9 軸センサを用いた小型かつ低消

費電力のロガーについて提案し,評価ボードを

用いた消費電流の実測を行った．この結果，ス

リープ状態を活用することにより，約 1週間の

計測が実現できる見通しを得た． 
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Fig.1 Proposed system     Fig.2 Evaluation board 
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Fig.3 Measured power supply current of proposed 

device. (a) Acceleration sensor (b) Gyro sensor (c) 

Magnetic sensor (d) All sensors 
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